
2011年６月より，信州大学医学部医学科海外研修支

援制度の援助を受け，ドイツFrankfurt am Mainの

Johan Wolfgang Goethe UniversitateのKlinik fur
 

Neurochirurgie（脳神経外科）に留学しています。ドイ

ツにはもう１つ旧東ドイツにFrankfurtという名の

都市があります。「Main川のほとり」という意味で

am Mainをつけて区別しますが，「フランクフルト」

と言えばたいていこちらを指し示すものと思われます。

Frankfurt自体はおおよそ60万人強，周辺都市圏を含め

ると200万人の人口規模です。ヨーロッパ連合（EU）

の中央銀行やそのほか多くの金融機関が集まり，金

融の町あるいは，毎年10月に開かれるbook messe

（出版の見本市）で有名でもあります。今年はFIFA

の女子サッカーワールドカップの準決勝戦，決勝戦

の会場にもなり，その時期にはMain川沿いにpublic
 

viewingのステージが設営され，試合のある夜は盛り

上がっていました。しかし，日本がドイツに勝った

準々決勝戦はテレビも周りのドイツ人もかなり肩を落

としていました。かつて男子日本代表がワールドカッ

プ予選で敗退した「ドーハの悲劇」のような扱いでし

た。それほどサッカー熱が高いということでもあるの

でしょう。

さて，大学病院もMain川沿いにあります。キャンパ

ス内に診療科ごとの建物が点在しています。Neuro-

chirurgie（脳神経外科）は神経内科（Neurologie）と

神経放射線科（Neuroradiologie），Neuroonkologie

とが合わせてHaus 95という１つの建物（Zentrum
 

fur Neurochirugie und Neurologie，ZNN）に あ

ります。施設は手術室が３室，３テスラMRIが２台，

Gamma Knifeも併設され，ZNN専用のheliportが

建物の目の前にあります。ZNNの建物の隣には整形

外科（Orthopadie Klinik）や精神科（Psychologie），

Ambulate Rehabilitationの建物があります。建物

それぞれが，診療科として独立しているので患者の

移送が必要な場合は専用の輸送車で移動し転科とい

うことになります。また，同じキャンパス内にMax-

Planck-Institute fur Hirnforschung（Max-Plank

脳研究所）があります。

脳神経外科はProfessor Seifertを中心にレジデン

トを含めると20名強の陣容で３つの手術室を使い，１

日に５-８件程度の手術が行われています。Professor
 

Seifertは脳動脈瘤の手術，術中MRIによる神経膠

腫の手術で高名です。近年，運動誘発電位や体性感覚

誘発電位など各種誘発電位を用いた術中神経機能モニ

タリングは機能温存を目指した脳神経外科手術には不

可欠なものとなっています。ここで私は，術中モニタ

リングを担当しているDr.Szelenyiとともに脳神経

外科手術における術中視覚誘発電位モニタリングにつ

いて研究しています。視覚誘発電位の最初の報告は数

十年前にさかのぼりますが，術中モニタリングの中で

は比 的新しい分野です。カンファレンスはもちろん

ドイツ語ですが，提示される画像を見ておおよその内

容は見当がつきます。滞在開始から１カ月経ち，数字

やキーワードを聞きとれるようになると，カンファレ

ンスの内容の理解が少しずつできてきましたが，まだ

不十分です。日本の臨床で使っている言葉の中にはド

イツ語由来の隠語や略語が登場しますが，それらのそ

の由来を時おり見聞します。必要な時には英語で話し

ますが，それ以外はドイツ語に囲まれています。

日々の暮らしは，治安はよくトラムなどpublic trans-

portが充実し生活しやすい都市です。食料品には７％

その他には19％の消費税がかかりますが，食料品の

物価は日本より安く，また，ペットボトル・ガラス瓶

には購入時に預かり金が上乗せされリサイクル率を高

める制度が整っています。ドイツは平地が多いこと，

サイクリングロードが整備されていること，環境保護

意識が高いことからか，老若男女，多くの人々が自転

車を移動手段に使うことが多いようです。鉄道網が充

実していること，電車がさほど混んでいないこと，電

車にも簡単に自転車を搭載できることもその理由なの

かもしれません。また，緯度が高く，サマータイムが

採用されていることから夏は22時ごろまで明るく，夕

方からMain川でボートやヨットを楽しんだり，川沿

いでジョギングしたりする人も多いです。夏真っ盛り

でも最高気温は25度程度で，風があるためか，さほど

蒸し暑くなく，非常に過ごしやすい環境です。

最後になりましたが，このような貴重な機会をいた

だいた本郷一博教授はじめ脳神経外科教室諸氏に感謝

いたします。

（2011年７月）

（信州大学医学部脳神経外科学講座所属）

信州医誌 Vol.59 446

信州医誌，59⑹：446，2011


